

























































































































































３「長崎ホテル」については，インター ネットのホー ムペー ジ「長崎の洋館」（http://www7abiglobe
nejp/~t-uchida/zakki/z32/index・html）や「'1本経済新聞ホー ムペー ジ3Ｈ２9日付地域ニュー ス〈明治時
代の長崎ホテルの金銀食器1600点．奈良で発見>」（http://www.､ikkei・com/article/DGXNASDG1102B
RlOC14AlCClOOO/）を参考にした。なお．このホテルは現存していない。
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長崎港と街の眺め（1８９８（明治31）年）（長崎大学附属図書館所蔵）
＊やや右下の洋館が中町教会で．真ん中左に見える出馬の対岸にある建物が長崎ホテルら
しい。（森望２０１４：２９）
南山手からの大浦居留地の眺め（1８９８（明治31）年）（長崎大学附属図書館所蔵）
109
’
国際文化学部論集第１６巻第１号（2015年６月）
まずロンドンは長崎の町や港のにぎわいを見ただろう。さすがに日本の西の玄関口であり，
歴史的に見ても日本有数の大港であったから，ロンドンが訪れる数年前の明治31年当時の写真
を見ても家が建て込み，多くの船がひしめいているのが分かる。それは当時の門司以上の活気
だったかもしれないし，出島や教会群を見たとしたらかなりユニークでモダンな印象も受けた
だろう。時期的に見て，長崎湾を埋め立てて新長崎駅が建設されつつあった活発な動きを，旧
長崎駅から長崎市内へ向かう人力車から見かけたかもしれない。前述した軍用停車場く大黒町
仮停車場〉（建設中）を目撃していた可能性も高い。
日露戦争が始まった直後だったので，軍用停車場のような軍事施設も多かっただろうから，
長崎港は軍港の趣を呈していたとも思われる。門司同様に要塞都市としてのそういう緊張感も
多少は感じたかもしれない。もっとも，長崎で過ごしたのは半日程度であり，このあと門司に
戻って街に出て写真を撮っていて逮捕されたりしているから，長崎で感じた軍事的緊張感はそ
れほど強いものではなかったとも思われる。
ロンドンが長崎で見たであろうものがもう一つある。それは，三菱長崎造船所で,現在はく明
治日本の産業革命遺産〉に指定されている施設である。長崎湾の西岸，つまり出島からすると
あく
対岸にあたる長崎市飽の浦町にある。もともと1857（安政4）年に創設された長崎熔鉄所がは
じまりで，１８６１（文久元）年には長崎製鉄所と改称された。「わが国最初の近代的な設備を有
する工場」（原田１９９９：７３）だったが，当時の絵（原田１９９９：７４）やその後の写真（外山
１９９０：219）を見てもかなり大規模な製鉄所だ。
この製鉄所は１８８７（明治20）年に岩崎弥太郎の三菱会社に払い下げられて（長崎県歴史分科
ひたち
会2005:53）三菱長Ⅲ奇造船所となり，「日清・日露戦争の期間に設備が拡充され，常陸丸（6000
しゅんこう
トン，当時の国内最大）が1895年に竣工，1905年には立神第三ドックが完成し，艦船受注で東
洋一の規模を持つようになった」（長崎県歴史分科会２００５：５３）そうだ。長崎造船所がそんな
隆盛を誇っているさなかにロンドンは長崎を訪問したのだ。見たくなくともその威容は彼の目
に飛び込んできたことだろう。
なお，現在の三菱重工業長崎造船所史料館の建物は，この産業遺産の一部にもなっている長
崎造船所の木型場を利用しているそうだ。この木型場は，１８９８（明治31）年に竣工した，木骨
いもの
レンガ造り二階建ての１日鋳物工場の木型場だそうである。ロンドンが目Iこした可能性もある建
物が今も残っていることになる。
さてそんな長崎を見てロンドンは何を感じただろう。それはまず，近代化を進め国際港，国
際都市として発展しつある長崎の姿だっただろう。何より鉄道が次々延伸し新しい駅が造られ
ていく様は，長崎造船所と共に，遅まきながら急速に進む日本の産業革命をいやがうえにも感
じさせただろう。ロンドンがこの年の日露戦争取材全体で感じ取った日本の脅威の一端がここ
にあると思われる。
またロンドンは日本の軍事的脅威も長崎でも感じ取ったに違いない。上述したように，長崎
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造船所で軍艦が造られ，門司から長崎へ兵隊を送り長崎港から戦地に送り出すために軍用停車
場である大黒町仮停車場が造られつつあるという状況を目にした可能性が高いから，日本が戦
時にあり，ロンドンの目から見てとても勝ち目がないと思われたに違いないロシアと，戦う気
が満々であることをある程度感じたものと推測される。このあと門司に戻って例の逮捕事件に
見舞われ，近代化の真っただ中にある要塞都市門司を思い知らされた時，その印象は長崎で見
た状況によって拡大されたことは想像に難くないのである。
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